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学習目標と狙い

Ｂ／Ｓ、Ｐ／Ｌ、キャッシュ・フロー計算書の「読み方」や財務指標の使い方
や、会計方針やセグメント情報の見方などについて把握する。
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Ｂ／Ｓ、Ｐ／Ｌ、キャッシュ・フロー計算書といった基本的な財務諸表の見え方を学ぶことができ、実際に企業の財務諸表を見る際に役立っています。

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

第1回 本コースの概要、財務分析のステップ
第2回 損益計算書の分析
第3回 損益計算書の分析のケース
第4回 貸借対照表の分析
第5回 貸借対照表の分析のケース
第6回 キャッシュフロー計算書の分析
第7回 自社株買い、配当の意味
第8回 キャッシュフロー計算書の分析のケース
第9回 財務比率分析
第10回 財務比率分析のケース
第11回 会計方針の分析（減価償却、税効果会計）
第12回 セグメント情報の分析とケース
第13回 企業名あてクイズ
第14回 まとめ（PER、格付け、時価総額、税効果会計）

【概要】
経理部門に所属するビジネス・パーソンにとっては、財務諸表の詳しい作成方法や会
計ルールを学ぶことは必要不可欠です。しかし、経理部門以外に所属する多くのビジ
ネス・パーソンにとっては、財務諸表の作成方法や会計ルールそのものを深く理解す
るよりも、それを使って、自社、競合企業、顧客企業、投資先あるいはその候補企業
の状況を分析できるようになることが重要です。
本講座では、具体的な事例を取り上げながら、実際に財務分析ができるようになるこ
とを目指します。


